
捌∵轡∵曝簸
　　　　　　　　　　　　　紅
第三十入巻　　第三珊、
　　　　第四百三十七號

　　昭和三十年十一月二十田螢行

測
ニ
や
四
年
六
肩
一
躊
運
翰
雀
特
別
扱
承
認
難
欝
欝
四
瓢
ぎ
鍵
、

漁
三
ナ
年
十
一
肩
十
五
呂
印
刷
　
（
韓
月
一
風
饗
行
）

薄乱韓腰

倉
幽
誘

撒謝脚
」
『
－

新
本
外
國
雑
誌
所
載
論
文
一
覧

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
歴
史
の
問
頴
｝
（
承
萌
）
・
：
：
・
辻
　
村
　
公

聖
ト
マ
ス
に
於
け
る
Φ
器
Φ
と

　　

女
ﾕ
ω
3
お
に
つ
い
て
（
承
萌
）
・
：
：
・
：
：
：
・
窺

　
　
　
　
　
　
Φ
邑
。
・
滋
屋
の
意
味
の
探
究
・
駕
三
、
デ
フ
ェ
ラ
サ
説
批
判

田

晶

』㌦㌦〆｝一’
w

pmla・．”一．融醒榊翫＿．・“as撒摺即パ脚娩贈

京都大學文墨部内
　京都哲學會



、
本
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感
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